UHF 無線 電話 中 継 器 


取扱 説明 書 


アル イン コ の 無線 電話 中 継 器 を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 

本 製品 は 、 総 務 省 技術 基準 適合 品 (XE-MC25) を 内 蔵 し た 特定 小 電力 無線 電話 用 中 継 器 
で す 。 - 

本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使 
用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 

また 、 こ の 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て く だ さ い 。 

ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 


囚 ALMMCO 


ぐ ぐ 安全 上 の ご 注意 $$ ぐ 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 」 を ご 使用 前 に お 読み くだ さい 。 
この 取扱 説明 書 で は 、 製品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あな た や 他 の 人 人 々 へ の 危害 
や 財産 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を し て いま す 。 

0 夫人 5R 二 ま 09 本 る IS 雪が 宇和 及 6 
さい 。 


表示 の 意味 
この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 また は 重 
傷 を 負う 危険 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 想定 され る 内 容 を 示し て 
危険 いま す 。 
人 へ この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 また は 重 
警告 


ヾ 
プ 


傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取り 扱い を する と 人 が 傷害 を 負う 可 
能 性 が 想定 され る 内 容 お よび 物 的 損害 の み の 発生 が 想定 され る 内 
注意 容 を 示し て いま す 。 


表示 の 意味 
人 記号 は 、 注 意 (危険 ・ 警 告 含 む ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ 
る も の で す 。 ] 


図 記 号 
AN 
Q 〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ある こと を 告げ る も の で す 。 


.| 友 の 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 、 指 示す る 内 容 を 告げ る も の で す 。 


本 製品 の 政 障 、 誤動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 な どの 外部 要因 に て 通信 な どの 機会 を 失 
っ た た め に 生じ た 損害 等 の 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当社 は 一 切 その 資 任 を 負い か 
ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


小 


生 - 
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恒 使 用 環境 ・ 条 件 


ぐ 
V 
ぐ 


内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付 着 し た と き は 、 皮 膚 に 傷害 を 起こ す お それ 
が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 


この 製品 を 人 命 救助 な どの 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 夏 障 ・ 誤 動作 な ど が 原因 で 
人 命 が 失わ れる こと が あっ て も 、 製 造 元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も の で 
は あり ませ ん 。 


この 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 場合 、 
いか な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も の 
で は あり ませ ん 。 


電子 機器 (特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 電波 障害 に より 機 
器 の 故障 ・ 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


航空 機内 、 空港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病院 内 で は 絶対 に 使用 し な 
いで くだ さい (電源 も 入れ な いで 下さ い )。 運 行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放 送 の 
受信 に 支障 を きた し た り 、 医 療 機器 が 故障 ・ 誤 動作 する 原因 と な り ま す 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 複数 台 使 用 し な いで 
下さ い 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 誤 動作 ・ 不 具合 の 原因 と な り ま す 。 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接続 し な いで くだ さい 。 
故障 の 原因 と な り ま す 。 


この 製品 を 使用 で きる の は 日 本 国内 の み で す 。 
国外 で は 使用 で きま せん 。 


This product is permitted for use in Japan only 


置 本 体 の 取扱 い に つ いて 


この 製品 は 調整 済み で す 。 分 解 ・ 改 造 し て 使用 し な いで くだ さい 。 
火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 火災 
の 原因 と な り ま す 。 直 射 日 光 を 避け て 風通し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


一 AC アダ プター の 取扱 い に つ いて 
(Q) 指 二 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 炎 作 、 感 電 、 政 障 の 原因 と な り ま す 。 


AC アダ プター の AC プラ グ を タコ 足 配線 し な いで くだ さい 。 
加熱 、 発 火 の 原因 と な り ま す 。 


ぬれ た 手 で AC アダ プター に 人 触れ た り 、 抜 き 差し し な いで くだ さい 。 
艇 電 の 原因 と な り ま す 。 


AG アダ プター を AC コン セン ト に 確実 に 差し 込ん で くだ さい 。 
(0) /。 ア タプ ター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 火災 、 感 電 、 麗 隊 の 原因 と な り ま す 。 


AO アダ プター の 刃 に 、 ほ こり が 付着 し た まま 使用 し な いで くだ さい 。 
ショ ー ト や 加 部 に より 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


画 異 常時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐに AC アダ プター の プラ グ を 本 体 か ら は ず し 、AC アダ プター 
を AC コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 異常 な 状態 の まま で 使用 する と 、 火 災 
感電 、 故障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サー ビス 
窓口 に ご 連絡 くだ さい 。 

お 客 様 に よる 修理 は 、 危 険 で すか ら 絶対 に お や めく だ さい 。 


異常 な 斉 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する と き 
金 落と し た り 、 ケ ー ス が 下 損 し た り し た と き 
金 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 

ぐ AC ア ダ プ ター の コー ド が 傷ん だ と き (芯線 の 露出 や 断線 な ど ) 


雷 が 鳴り 出し た ら 、 安全 の た め AC アダ プター を AC コン セン ト か ら 抜 いて 、 ご 使 
ぐり 用 を お 控え くだ さい 。 


軒 保 守 ・ 点 検 


本 体 や AC アダ プター の ケー ス は 開け な いで くだ さい 。 け が 、 感 電 、 改 障 の 原因 
0) と な り ま す 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サー ビス セン 

ター に ご 依頼 くだ さい 。 

本 機 に 内 蔵 さ れ て いる 無線 ユニ ッ ト (XE-WMC25) の カバ ー を 開け て 改造 、 変 更 す る 

こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 


還 使 用 環境 ・ 条 件 


テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いく だ さい 。 電 波 障害 を 与え た り 、 受 けた りす る こと が 
あり ます 。 5 


Q 湿度 の 高い 場所 、 ぼ こり の 多い 場所 、 風 通し の 悪い 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


ぐら つい た 人 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 落 ち た り 、 
倒れ た り し て けが の 原因 と な る こと が あり ます 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 な ど 、 異 常に 温度 が 高く な る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
(0) 内 部 の 温度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 し た り 、 火 災 の 原因 と な る こと が あり 
ます 。 


〇 調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 、 油 煙 や 湯気 が あ た る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


還 本 体 の 取扱 い に つ いて 


長 時 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 の た め AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント か ら 抜 い 
て くだ さい 。 


⑨ アン テ ナ を 誤っ て 目 に ささ な いよ うに し て くだ さい 。 


⑩⑰ アン テ ナ を 持っ て 本 体 を 振り 回 し た り 、 投 げた り し な いで くだ さい 。 
けが や 故障 、 破 損 の 原因 と な り ま す 。 


画 保 守 点検 


⑩⑰ お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 ず AC アダ プター を AC コン セン ト か ら 抜 きい て くだ 
さい 。 


汚れ た 場合 は 、 柔 ら か いき れい な 布 で 乾拭き し て くだ さい 。 
ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 洗 剤 な ど を 使う と 外装 や 文字 が 変質 する お それ が 
あり ます 。 


時 市 販 の 単 三 形 充電 池 に つい て 


市 販 の 単 三 形 充 電池 は 、 機 構 的 ・ 電 気 的 に お 使い に な れ な いも の が あり ます 。 誤っ て 

0) 使用 する と 、 電 池 が 液 単 れ し た り 、 発 熱 ・ 破 裂 な ど を 起こ す 危 険 が あり ます の で 、 市販 
の 充電 池 を ご 使用 に な っ て の 不具 合 、 損 害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 そ の 責任 を 
負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


る ぐる 使用 前 の ご 注意 $$ を 


画 使 用 場所 に よっ て は 思わ ぬ 電 波 障害 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 
次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
(航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 な ど ) 


画 本 機 は 防水 構造 で は あり ませ ん の で 屋内 に 設置 し て くだ さい 。 
また 設置 場所 は 、 高温 、 多 湿 、 直射 日 光 の 当たる と ころ 、 粉じん の 多い と ころ は 避け 
て くだ さい 。 


男 本 機 に 内 蔵 し て いる 無線 ユニ ッ ト (XE-MC25) は 総務 省 技術 基準 適合 品 で す 。 
分 解 、 改 造 す る こと は 、 法 律 で か た く 禁 じ ら ちら れ て で いま す 。 


置 海外 で は 法律 や 周波 数 の 割り 当て が 異な る た め 使用 で きま せん 。 
This product is permitted for use in Japan only 


画 内 部 設定 後 は 、 リ ア ケ ー ス と ケー ス 本 体 を 止め る 6 箇所 の ビス を 完全 に 締め 付け て く 
だ さい 。 水 分 や 異物 の 混入 は 保証 修理 の 対象 外 と な り ま す 。 


画 本 機 は 特定 小 電 力 無線 電話 用 の 中 継 器 で す 。 
特定 小 電力 の 通信 制限 に より 3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん 。 


是 通 信 で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 
・ 海上 、 山 頂 な ど 条件 の よい 所  : 2Km また は それ 以上 
・ 河 原 な ど 障 害 物 の な い 平 地 : 500m<1Km 程度 
・ 見 通し の よい 道 、 郊 外 の 住宅 地 : 500m 程度 
・ 市 街 地 の よう な 障害 物 の 多い 所 : 200m 程度 
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1 機能 と 特長 


画 特 定 小 電力 無線 電話 用 の 中 継 器 で す 。 

恒 総 務 省 技術 基準 適合 品 の 無線 ユニ ッ ト (XE-MC25) を 内 蔵 し て いま す 。 

是 先 許 お よび 申請 手続 き は 一 切 不 要 で す 。 

玉子 機 を り モ コン と し て 、 チ ャ ン ネ ル な どの 設定 を 遠隔 操作 で きま す 。 

画 本 機 の 電源 は 、 家庭 用 AC コン セン ト (付属 の AC アダ プター) か ら 供 給 す る こと が 
で きま す 。 

置 長 さ 5m の 電源 延長 ケー ブル 付属 。 


2 付属 品 


| 


開 梱 し まし た ら 、 付 属 品 を 確認 し て くだ さい 。 


AZ デ 名 注意 保証 書 に 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと 
電源 延長 ケー ブル き は 、 領 収 書 ・ レ シー ト を 保証 着 と 一 緒 に 
ロゴ ム 足 4 個 保管 し て くだ さい 。 ご 購入 日 が 証明 で きる 
口 本 ね じ 2 本 人 類 が 無い と 保証 サー ビス は 無効 と な り ま 


口 設定 スイ ッ チ ラベ ル 
ロ 取 扱 説明 書 (本 書 ) 
口 保証 書 


子 機 (トラ ン シ ー バ ー) どう し の 交信 で は 直接 通話 で き な い 場所 に いる 相手 の 電波 を 
中 継 し 、 通 話 可能 エリ ア を 広げ ます 。 


す の で ご 注意 くだ さい 。 


4 各部 の 名 称 と は た らき 


本 機 の 各部 の 名 称 と は た らき を 説明 し ます 。 


男前 面部 
アン テ ナ 
2 SN 
上 注意 アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ 
て いま す 。「 
無理 に メン テ ナ を 回 し た り 、 引き 
| ULRAVRT 則 
DJT11iR 
還 側 面部 年 薄 面 部 
つり 下げ 穴 
る 9 ど @ SS @ 
0 ひ 
テス ト 用 端子 
電源 端子 
@ kc 信 
名 称 は た らき 
① | テス ト 用 端子 本 機 で は 使用 し ませ ん 。 
② | 電源 端子 付属 の AC アダ プター を 接続 し 電源 を 入れ ます 。 


起源 スイ ッ チ は あり ませ ん 。 仙 面 電源 端 子 に 付属 の 6 アダ 
プラ グ を 接続 する だ け で 電源 が 入り ます 。 


電源 を 入れ て か ら 約 20 秒間 は 初期 化 が お こ な わ れ ま す 
本: (91 NAMAMINIMN EN 


恒 ケ ー ス 内 部 (操作 部 ) 


③ リ セッ トス イッ チ ⑨ 
軸 @ 


軌 
回 ① 設 定 ス イッ チ 1 (WI01)EEEBE 村 | 
@ 設 定 ス イッ チ 2 (SW102)BEeeggm ④ 表 示 部 


1 
1 1 
! 1 
使用 し ませ ん BB888888 
1 1 
1 


は た らき 
| 給 二 和 半 0 2 周波 数 帯 、 ア ラー ム 機 能 、 利和 
| @ | 設定 スイ ッ チ 2 (SW102) | グル ー プ 番号 、 ハ ング アッ プ 機 能 を 設定 し ます 。 | 
| ③ | リセ ッ ト ス イッ チ 設定 変更 時 に 押し ます 。 | 
| 9 | 表示 部 本 機 の 運用 状態 を 表示 し ます 。 . | 


※ 初 期 状態 で は 、 す べ て の スイ ッ チ は OFF 側 (本 図 下 側 ) に 設定 され て いま す 。 
※SWI03SW105 は 使用 し ませ ん 。 


本 体育 面 の ビス 6 本 を ドライ バー で 外し 、 リ ア ケ ー ス を 取り 外し ます 。 
内 部 の スイ ッ チ を 操作 し 、 各 種 の 設定 を お こない ます 。 


メモ 本 機 は スイ ッ チ の 操作 に よる 設定 の ほか に 、 リ モコ ン ( 子 機 ) を 合 
っ た 遠隔 操作 に よる 設定 が で きま す 。(P.16) 


リモ コン 用 の 子 機 と し て DJ-P22 また は DUFP24 が 別途 必 


AS So < 
る ⑥ An @ A @ 
リア ケー 
Ne Se 8 
@ '@ @ 


スイ ッ チ を 操作 し 設定 変更 を お こ な っ た あと リセ ッ ト ス イツ チ を 押す 
が 電源 を 入れ 軸 し る く 色 SUM ll ll li 


本 機 に は 電源 スイ ッ チ は あり ませ ん 。 側 面 の 電源 端子 に 付属 の AG ア 
ダブ プター の プラ グ を 接続 する だ け で 電源 が 入り ます 。 


電源 を 入れ て か ら 約 20 秒間 は 初期 化 が お こ な われ ます 。 
、 表示 部 に [O1 が 上 有 I す る の を 使用 くだ さい 。 


設定 スイ ッ チ 1 は 、 チ ャ ン ネ ル 、 周 波数 帯 /B、 ア ラー ム 機 能 、 自 動 接続 手順 機能 を 


設定 スイ ッ チ 1 (SW01) 
設定 し ます 。 


本 
の 由 
3 場 
ゃ 冶 | 環 
上 甘 下 窟 
ト 臣 ト 皿 
2 


(SW101) 


Ed 
羽 
恨 
hG 
+6 
1 
半 
EN 
医 
畑 
療 
ME 
聞 
羽 
灯 
M 
人 
IT 
中 


設定 スイ ッ チ 1 


な う 場 合 は 、 | 


RE 


問 
EE- 押 
IM 
2 HH 
NE 
GS 
0 
K 
MM 
3 
判 
也 
坦 
3 
駆 
光 
NO 
か 
に 
薄 
19 
PN 
NT 
K 
恨 
1 


人 
に 
は 
民 
陣 人 
本 
悪 に 
は 
記 
選 
民 
G 
に 
PE4 
EN 


メモ 


- 還 チャ ン ネ ル 設 定 SW101-1…5 


1 2 3 4 5 6 7 8 


mmm 
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FN CO 
で すり で 
に っ 1 に ょ 1 

]s lo 
画 コ 。| | 硬 コ 。 
呈 コ <| | 呈 に 
[本 =| | [ 還 = 
上 較 :| | 画 」、 
頭 コ -| | し 較 -| 
CO の > 
ィ ー ーー 
っ い ょ 1 
ココ ェ > 
巳 J | 幅 、 
ヒコ * 
画 コ =| | 画 
上 国 <| | し 欄 * 
上 上 | | 上 男 。| 
上 環 。| | 画 、| 
[ 国 -| | 牟 -| 
に = TN 
ーー ャ ー 
ーー! ーーd 

sl 1 ビビ | 

]e 門 
[ 還 。| | 上 還 > 
舌 <| | 匠 コ < 
古 | | 画 > 
征 | | 上 国 
杜 コ -| | し 較 - 


子 機 に 同じ チャ ン ネ ル 番 号 に 合わ せ て くだ さい 。 


使用 する チャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 


1 2 3 4 5 6 7 8 


明 時 還 四 時 | L18 


恒 周 波数 帯 A/B 設 定 SW101-6 
送受 信 す る 周波 数 方 向 を 設定 し ます 。 子 機 が A な ら 中 継 器 は B、 子 機 が B な ら 中 継 器 


は A に 設定 し ます 。 
HHLUUmLUIHI 選択 ( チ 機 ) メモ 初期 状態 で は 中 総 吉 B ( 子 機 A. 
ー | に 遇 定 さ れ で いま す 。 1 
HUHU 間 ん 選択 ( 子 機 B) 財 NR 」 


罰 ア ラー ム 機 能 設 定 SW101-7 


中 継 動作 の 終了 が 近づい て いる こと を 音 で お 知ら せ す る 機能 で す 。 
お 使い の 子 機 か ら 「 ピ ー」「 ピ ー」「 プ ー」 と 音 が 聞こ えま す 。 


0UUHd0 昌 | アラ ー ム 0F 
HUHUUMB り | アラーム 0M 


履 自 動 接 続 手 順 設定 SWT01-8 
子 機 か ら 中 継 器 へ の 接続 手順 を 変更 する 機能 で す 。 


HIUUUUI| 邊 0 
HU 自動 F 
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設定 スイ ッ チ 2 (SMI02) 


ハン グ ア ッ プ タ イ マー 機能 を 設定 し ます 。 


設定 スイ ッ チ 2 は 、 グ ルー プ 番 号 、 


1<6 : グル ー プ 番号 
ェ ーー7<8 : ハン グ ア ッ プ タ イ マー 


大 己 


ggggggH 


# 


(SM102) 


設定 スイ ッ チ 2 


恒 グ ルー プ 番 号 設 定 SW102-1-6 


合わ せ て くだ さい 。 


「 


王 
写 


グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 し た 場合 、 同 じ グ ルー プ 番 


子 機 | 


1 
さ 
に 3 
K へ 
へ 
| cc 
テー 
@ き き 塞 守 きき 財 守 計 守 守 呈 ※ 
FE ドロ ロー ピロピロ ョ リロ ピロ ピロ ドリ ロビ コロ ピロ コロ <| 
TTFTTHIEHH ビビ ゴビ ゴイ ゴロ ビビ ゴビ | ビビ HE 
是 -c| | 画 』<| | 画 」<| | 画 コ <| | 画 コ <| | 販 コ <| | 画 コ <| | 画 お <| | 董 -]c| | 画 コ <| | 莉 コ =| | 用 >| | 原 コ = 
瞳 <| | 曽 <| | 画 <| | 限 <| | 康 <| | 環 >| | 蘭 <| | 有 >| | 上 較 | | 画 ]| | 匠 | | 画 | | 目 | 
上 国 <| | 画 に | | 画 コ <| | 画 コ <| | 画 コ <| | - に | | 軒 コ <| | 画 に | | 画 コ <| | 陣 <| | 上 <| | 上 硬 <| | 画 コ | 
画 ゴ =| | 間 >| | 較 | | 陣 >| | 蘭 <| | 画 ]>| | 画 コ =| | 環 コ | | 願 コ <| | 国 。| | 上 国 <| | 吾 >| | 画 コ 。 
男 コ <| | 粒 <| | 蘭 <| | 画 |。| | 画 コ <| | ビ :| | 呈 典 | | 画 コ に | | 画 コ | | 上 画 :| | 有 :| | 隙 コ <| | 弟 コ 、 
男 -| | し 期 -| | 画 コ -| | 上 回 -| | 定 コ -| | に 昌 -| | 環 コ -| | し 較 -| | 画 コ -| | 較 -| | 陣 コ -| | 上 -| | 瀬 コ - 
ら - @ ら oo らら ーー ee! ec 守ら むい に eo 
ぐ で ec で | ぐ co 。 co 。 < で 。 < ぷく で 。 で < ぐ 
EE ロロ 恒 己 = 
ETIIETITPFHTETHHI ETEH TE 所 ]E 晶 ロロ 還 ] 
>| | 上 瞳 :| | 上 画 s| | 蘭 <| | 洋 <| | 上 剛 <| | 臣 ]c| | 題 c| | 議 コ <| | 時 コ <| | 本 c| | 画 | | 。 
量 了 =| | 画 | | 堅 コ に | | 画 づ =| | 画 ゴ | | 画 つ | | 蘭 。| | 画 。| | 上 隊 || | ビ 有 <| | 半 中 | し 本 | | 上 環 | 
量 <| | 画 コ <| | 画 コ <| | 画 コ | | 画 コ <| | 願 コ <| | に 還 <| | に 還 <| | に 環 <| | 開 <| | 上 男 <| | 曽 <| | 上 天 
上 較 <| | 上 男 >| | 画 c| | 画 」<| | 画 コ に | | 画 コ c| | ビ 洋 | | 較 =| | 上 画 | | 陽 | | 上 コ | | 画 コ >| | 古 コ 。 
画 | | 皿 」| | 上 議 :| | に 画 :| | 画 ゴ | | 画 ゴ | | 間 <| | 束 | | 古 -| | 是 | | 間 | | 陣 、| | 古 コ | 
上 国 -] | 臣 ]-| | に 恒 -| | 財 コ -| | 屋 -| | 画 コ -| | 障 -| | 恒 コ -| | に 耳 -| | 画 コ -| | 剛 -| | 臣 コ -| | 上村 -| 
221 半 3 
EE ロロ ゴロ ロロ: 
FE ナ ーー ビー ビー ビビ EE ロビ ロロ ロゴ ロー ET 
敵 <| | 上 国 <:| | に 男 <| | 上座 <| | ビ 民 | | 上 且 <| | 壮 。| | 男 <| | し 画 >| | 障 :| | 較 。| | 上 園 。| | 前 > 
上 下 <| | 上 環 >| | ヒ 議 >| | 画 =| | 原画 | | 環 | | 画 上 | | 画 コ 。| | 画 コ | | 画 コ | | 画 コ | | 組 コ 。 
画 <| | 画 コ <| | 年 コ <| | ビ 要 <| | 上 曜 <| | に 議 =| | ビ 曜 <| | じ 較 <| | 墓 <| | 呈 曜 <| | 上 吾 <| | 画 コ <| | 珠 コ > 
軒 コ | | 還 コ >| | 年 コ =| | 上村 | | 上 攻 >| | ビ 議 =| | 画 <| | 座 コ <| | 還 コ | | 画 コ | | 了 コ =| | 曽 。| | 画 。 
上 環 <| | 臣 コ | | 頭 <| | 要 | | 上 環 || 壮 コ | | 茜 コ | | 上 議 | | 呈 庫 | 碑 コ | | 議 コ | | ビ 陣 | | 上 画 。 
画 」-| | 上 還 -| | 画 !-| | 上 功 -| | 醒 コ -| | し 画 -| | 切 コ -| | 上下 -| | 定 -| | 上限 -| | 藤 コ -| | し 了 -| | 画 -| 
ロー 
記 | 
ーー】 で NM ぐつ ささ じ ィ 】 * ら F こ So に *ー トー 
EE 
ETIETEEETT EEE ビ ロ ロロ HH ロロ | | 巳 - 
関 <| | 上 =| | 環 =| | 舞 =| | 男 <| | 較 <| | 男 | | 天 -| | 押 。| | 画 。| | 章 | | 画 。| | [ 生 。 
還 当 上 琴 ! | に 王 <| | 世 | | 画 <| | 器 章 | | 上 男 <| | 上 還 | | 較 | | 上 還 | | 口 匠 | | 上 男 。| 
上 項 <| | [ 国 <| | 議 | | [ 蘭 <| | 上 画 :| | 環 <| | 上 国 <| | 屋 コ <| | 本 コ <| | 散 コ <| | 庫 コ <| | 画 コ | 
上 環 -| | 上 国 >| | ビ 粒 <| | 画 |>| | 画 に | | 首 コ 。| | 画 c| | :| | 男 -| | 職 。| | 各 っ | | 下 -| 
上 還 :| | 画 -| | 画 コ | | 上 還 -| | 陣 | | 画 | | 引 | | 還 | | [ 較 | | 皿 上 | | 画 コ | | 最 。 
上 画 -| | 画 !-| | 上 環 -| | 画 コ -| | 上 璧 -| | 画 コ -| | に 一 -| | 画 コ -| | 上 国 -| | 下 ]-| | 画 -| | 画 コ -| | 李 - 
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還 ハ ング アッ プ タ イ マー 設定 SW102-7ー8 


中 継 動作 中 に 子 機 か ら の 電波 が 途切れ て も 、 一 定時 間 送 信 を 継続 する 機能 で す 。 


HUUUUUWW0F 
HUMUUU 間 0.5 秒 
HUUUHUWW|1 秒 
用 2 


※ ト ー ン スル ー 機 能 


SW102-1…6 すべ て を ON に する と トー ンス ルー 機能 が 使用 で きま す 。 
トー ンス ルー 機能 と は 、 同 じ チ ャ ン ネ ル に 設定 し て いる 複数 の グル ー プ が 、 別々 の グル 
ー プ 番号 を 使用 し 、1 台 の 中 継 器 を 共用 する こと が で きる 機能 で す 。 


還 ィング ne や 剛 3 
トー ンス ルー 


本 人 で 人 で まる グル ー - プ 和 は 、 [3238 46 ご 90 和 0 10 遂 り で す 。 
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6 表示 部 
本 機 の 運用 状態 が 表示 され ます 。 


罰 吉 源 起 動 時 の 表示 


チャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 が 表示 され ます 。 


回 回 則 還 日 団 固 


ーー ニー セト ュー = し ーー _ _ | 
チャ ン ネ ル グル ー プ 番号 


※ リ モコ ン 待 ち 受 け 中 


※「[r] 点灯 中 の 数 秒間 は 、 子 機 (リモ コン ) か ら の 遠隔 操作 を 待ち 受け ます 。 
図 中 の チャ ン ネ ル (L15)、 グ ルー プ 番 号 (38) は 一 例 で す 。 


画 運 用 中 の 表示 
送受 信 の 状態 が 表示 され ます 。 


7 遠隔 操作 
リモ コン 機能 を 搭載 し た 子 機 (DJ-P22 また は DJ-P24) を 使用 し て 、 本 機 (中 継 器 ) 
の チャ ン ネ ル や その 他 の 設定 を 無線 通信 で 遠隔 操作 する こと が で きま す 。 
リモ コン に よる 遠 昌 操 作 で は 、 本 機 の ケー ス を 開け て スイ ッ チ を 操作 する 作業 が 不要 


に な り 、 設 置 し た あと で も 設定 変更 が 容易 に お こ な え ます 。 
ー 旦 リモ コン に よる 設定 が 完了 すれ ば 、 弊 社 製 の 他 の 中 継 対応 子 機 で も 通話 が お こ な 


えま す 。 


設定 方 法 


① 中 継 器 の 電源 を 切り 、 設 定 ス イッ チ を すべ て OFF 側 に し ます 。 (出荷 状 態 で は OFF 側 
に な っ て いま す ) 


設定 スイ ッ チ 1 
設定 スイ ッ チ 2 


② 子 機 を リモ コン モー ド に し 、 中 継 器 へ 転送 する 設定 内 容 を 準備 し ます 。 
チャ ン ネ ル や グル ー プ 番号 を 設定 し ます 。( 子 機 の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい ) 


③ 子 機 か ら 設 定 内 容 を 転送 し ます 。 
子 機 の PTT キー を 約 2 秒 押し ます 。( 子 機 の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい ) 


④ 速 や か に 中 継 器 の 電源 を 入れ ます 。 (付属 の AC アダ プター を 接続 し ます ) 
子 機 と 中 継 器 の 間 で 、 自 動 的 に 無線 通信 が 開始 され ます 。 


⑤ 数 秒 後に 設定 内 容 の 転送 が 完了 する と 、 子 機 か ら は [OOOOOO] 表示 と 「 プ ルル 」 
音 で お 知ら せ す る と と も に 、 中 総 器 は 自動 的 に 再起 動 し ます 。 


約 20 秒 後 、 中 継 器 は 使用 可能 と な り ま す 。 (動作 状態 で は 表示 部 に [0] が 点灯 し て 
いま す ) 
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8 


設置 


中 継 器 は 、 な る べく 見 通し の よい と ころ に 設置 し て くだ さい 。 


画 壁 面 に 取り 付け る 場合 

本 機 の 背面 に に は に 、 つ り 下 げ 用 の 穴 が 開い て いま す 。 

付属 の 木 ね じ を 143mmn の 間隔 で 壁 に 取り 付け て くだ さい 。 その 際 、 壁 と ね じ の あい だ 
に 隙間 を 4<5m 程度 保ち 、 本 機 を つり 下げ て くだ さい 。 

※ 落 下 の 危 険 が な いこ と を 必ず 確認 し て くだ さい 。 


4<5mm 


モモ | 付属 の ね じ は ペ ニ ヤ 板 な どの 木製 の 壁 用 で す 。 そ の 他 材質 の 壁 に 取 


1M09W 別人 上 の 専用 ね じ を ご 用 意 く だ さい 。 


画 卓 上 に 置く 場合 
本 機 の 底面 に 付属 の ゴム 足 4 個 を 貼り 付け て くだ さい 。 
※ 倒 れ な いこ と を 確認 し て くだ さい 。 


[te だ 三 ー ヶ ひび 
ュー 底面 て Aa 
9 運用 


① 中 継 器 、 子 機 と も に チャ ン ネ ル な どの 設定 を 済ま せま す 。 

② 中 継 器 の 電源 を 入れ 、 表 示 部 に [0] が 点灯 すれ ば 準備 完了 で す 。 

③ 子 機 の PTT キー を 押し 続け 送信 し ます 。( 子 機 の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい ) 

④ 中 継 器 の 表示 部 に [1] が 点灯 すれ ば 正常 に 中 継 動作 が お こ な わ れ て いま す 。 
子 機 ど うし で 通話 で きる こと を 確認 し て くだ さい 。 


送受信 周波 数 


トー ン 周 波数 (グル ー プ 番号 ) 


B A 番号 | 周波 数 . | 番号 | 周波 吉 
b12 | 421.5750 MHz | 440.0250 MHz 01 |67.0Hz 26 |162.2Hz 
b13 | 421.5875 MHz | 440.0375 MHz | 02 |71.9Hz 27 |167.9Hz 
b14 | 421.6000 MHz | 440.0500 Mz 03 |74.4Hz 28 |173.8Hz 
b15 | 421.6125 MHz | 440.0625 MHz 04 |77.0Hz 29 |179.9Hz 
b16 | 421.6250 MHz | 440.0750 MHz 05 |79.7Hz 30 |186.2Hz 
b17 | 421.6375 骨 z | 440.0875 Mz 06 |82.5Hz 31 |192.8Hz 
b18 | 421.6500 MHz | 440.1000 MHz 07 |85.4Hz 32 |203.5Hz 
b19 | 421.6625 MHz | 440.1125 MHz 08 |88.5Hz 33 |210.7Hz 
b20 | 421.6750 MHz | 440.1250 MHz 09 |91.5Hz 34 |218.1Hz 
b21 | 421.6875 MHz | 440.1375 MHz 10 |94.8Hz 35 |225.7Hz 
b22 | 421.7000 MHz | 440.1500 Mz 11 |97.4Hz 36 |233.6Hz 
b23 | 421.7125 MHz | 440.1625 MHz 12 |100.0Hz | 37 |241.8Hz 
b24 | 421.7250 MHz | 440.1750 MHz 13 |103.5Hz 38 |250.3Hz 
b25 | 421.7375 MHz | 440.1875 MHz 14 |107.2Hz 39 |69.3Hz 
b26 | 421.7500 MHz | 440.2000 MHz 15 |110.9Hz 40 |159.8Hz 
b27 | 421.7625 MHz | 440.2125 MHz | 16 |114.gHz 41 |165.5Hz 
b28 | 421.7750 MHz | 440.2250 MHz 17 |118.8Hz 42 |171.3Hz 
b29 | 421.7875 MHz | 440.2375 Wz 18 |123.0Hz 43 |177.3Hz 
L10 | 421.8125 MHz | 440.2625 MHz 19 |127.3Hz 44 |183.5Hz 
L11 | 421.8250 MHz | 440.2750 MHz 20 |131.8Hz 45 |189.9Hz 
L12 | 421.8375 MHz | 440.2875 MHz 21 |136.5Hz | 46 |196.6Hz 
L13 | 421.8500 MHz | 440.3000 Mz 22 |141.3Hz 47 |199.5Hz 
L14 | 421.8625 MHz | 440.3125 MHz 23 |146.2Hz | 48 |206.5Hz 
L15 | 421.8750 MHz | 440.3250 MHz 24 |151.4Hz 49 |229.1Hz 
L16 | 421.8875 MHz | 440.3375 則 z 25 |156.7Hz 50 |254.1Hz 
L17 | 421.9000 MHz | 440.3500 WMHz 
L18 | 421.9125 MHz | 440.3625 Mz 


A 選択 時 : 440MHz 側 を 送信 し ます 。 
B 選択 時 : 421MHz 側 を 送信 し ます 。 
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故障 と お 考え に な る 前 に 


本 機 が 故障 か な ? と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 読み くだ さい 。 


電源 が 入ら な い 。 電源 が 供給 され て いな い 。 


(な に も 表示 し な い ) 


処置 
AC アダ プター を 家庭 用 コン セン ト 
に 差し 込み 、 本 体 の 電源 端子 に プラ 
グ を 挿入 し て くだ さい 。(P.8) 


通話 で き な い 。 チャ ン ネ ル や グル ー プ 番 


号 が 違う 。 


中 継 器 と 子 機 は すべ て 同じ チャ ン ネ 
ル 、 グ ルー プ 番 号 に 合わ せ て くだ さ 
い 。(P. 11、 P.13) 


チャ ン ネ ル が 使用 され て 
いる 。 


信号 が な く な る の を 待っ て 、 再 度 送 
信 す る か 、 チ ャ ン ネ ル を 変更 し て く 
だ さい 。 


中 継 器 と 子 機 の 距離 が 
離れ すぎ て いる 。 


通信 時 間 制 限 を 超過 し て 
いる 。 


電源 を 入れ た 直後 で 初期 
化 中 で ある 。 


スイ ッ チ の 設定 ど お 
り に 動作 し な い 。 


設定 内 容 が 正しく 反映 さ 
れ て いな い 。 


リモ コン で 設定 し た | いずれ か の 設定 スイ ッ チ 
と お り に 動作 し な い 。| が ON 側 に 倒れ て いる 。 


設定 変更 後 リ セッ トス イッ チ を 押す 


すべ て の 設定 スイ ッ チ を OFF 側 に 倒 


電波 が 届く こと を 確認 の 上 、 設 置 し 
て くだ さい 。 


子 機 か ら の 送信 を 2 秒 休止 し 、 再 度 
送信 し て くだ さい 。 


約 20 秒 待 っ て [0] が 点灯 し て か ら 
ご 使用 くだ さい 。 


か 、 電 源 を 入れ 直し て くだ さい 。 
(P.10) 


し て くだ さい 。(P.16) 


※ 子 機 ( ト ラン シー バー) の 操作 方 法 に つい て は 、 そ れ ら の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


恒 製 造 中 止 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


生産 終了 製品 に 関し て は 、 下 記 の 一 定期 間 補修 用 部 品 を 備え て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な る 場合 も あり 、 修 理 が で き な い こと も あり ます の で 、 


ご 了承 くだ さい 。 


人 用 部 品 の 保有 期間 


画 仕 様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 


生産 終了 後 5 年 で す 。 


画 本 書 の 説明 用 イラ スト は 、 実物 と は 字体 や 形状 が 異な っ た り 、 一 部 の 表示 を 省略 し て 


いる 場合 が あり ます 。 


還 本 書 の 内 容 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 
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定格 DJ-P111R 


PT Se 

電波 形式 F3E FM/ F1D (FSK) 

通信 方 式 半 複 信 方 式 

送信 出力 | 10mwW 

受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 

受信 感度 -14dBp 以下 

中 間 周 波数 1st IF 21.7MHz/ 2nd IF 450kHz 

消費 電流 約 200mA 

入力 電圧 DC6V (AC アダ プター 使用 ) 

動作 温度 範囲 -10 で て +507C 

寸 法 200 ⑩ x 135 (H) x 50 (⑩)mm (突起 物 除く ) 
アン テ ナ 長 136mm 

重 量 約 800g 


※ 仕 様 ・ 定 格 は 予告 無く 変更 する 場合 が あり ます 。 
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Rs アル イー つつ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 営業 所 〒103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2 丁 目 3 番 21 号 八重 洲 セ ント ラル ビル 4 暗 TEL.03-3278-5888 
大 阪 営業 所 〒541-0043 大 阪 市 中 央 区 高 諾 橋 4 丁 目 4 番 9 号 淀屋橋 ダイ ビル 13 階 TEL.06-7636-2361 
福岡 営業 所 〒812-0016 福岡 市 博多 区 博多 駅 南 1 丁 目 3 番 6 号 第 3 博多 僅 成 ビル 7 階 TEL.092-473-8034 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 
! お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フリ ー ダ イア ル 【 引 0120-464-007 


全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ま す 。 
受付 時 間 ン 10:00 一 1 7:00 月 曜 一 金曜 (祝祭 日 及び 12:D0 一 13:DO は 除 守 ま す ) 
ホー ムペ ー ジ http://www.alinco.Co.jp/ 「 電 子 事 業 』 を ご 覧 くだ さい 。 


PS0603 
FNNMーEF 


